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第45回 仙台市食品安全対策協議会 会議録 

 

開催日時 令和7年11月5日（水）10：00～ 

開催場所 オンワード樫山仙台ビル 10階ホール 

名簿 委員 戸田雅子（会長）、恵津順美（副会長）、阿部駿、泉元啓、小島英昭、 

小林正裕、菰田俊一、下田里奈、髙橋亜紀、門田巧、山下まり 

（欠席委員＝岩田晋也、髙橋玲子、平間正浩） 

事務局 荒井健康福祉局保健所長、齋藤健康福祉局生活衛生課長、 

柴田市民局消費生活センター所長、佐藤健康福祉局食品監視センター所長、 

千田健康福祉局食肉衛生検査所長、松原健康福祉局衛生研究所微生物課長、 

岡田健康福祉局衛生研究所理化学課長、阿部経済局農業振興課長、 

佐藤経済局中央卸売市場業務課長、山田宮城野区衛生課長、 

太田教育局健康教育課主幹、若生健康福祉局生活衛生課主幹（司会進行） 

会議の議題 Ⅰ．開会 

Ⅱ．挨拶 

Ⅲ．議題 

（１）「仙台市食品の安全性確保に関する基本方針」に基づく令和7年度実施状況に

ついて 

① 令和7年度アクションプラン実施状況（中間報告） 

② 令和7年度食品衛生監視指導計画実施状況（中間報告） 

（２）「仙台市食品の安全性確保に関する基本方針」に基づく令和8年度計画につ

いて 

  令和8年度食品衛生監視指導計画（案）について 

Ⅳ．報告事項 

（１）令和7年4月～10月に発生した食中毒事件等について 

Ⅴ．閉会 

会議資料 資料１ 令和7年度アクションプランの実施状況（中間報告） 

資料２ 令和7年度食品衛生監視指導計画実施状況（中間報告） 

資料３-１ 令和8年度食品衛生監視指導計画（案）変更点の概要 

資料３-２ 令和8年度食品衛生監視指導計画（案） 

参考資料１ 仙台市食品の安全性確保に関する基本方針 

参考資料２ 令和7年度食品衛生監視指導計画 

参考資料３ 仙台市食品安全対策に係る計画等について 

報告資料１ 令和7年4月～10月に発生した食中毒事件等について 

議事録の作成方法 要点筆記 

議事録の確認方法 会長より議事録署名人として指名された委員による確認 

公開・非公開の別 公開 

傍聴者数 0人 

 

 



 2 

 

発言者等 発言内容 

司会 ＜Ⅰ．開会＞ 

保健所長 ＜Ⅱ．挨拶＞ 

司会 

＜委員紹介・欠席者の報告＞ 

出席委員による自己紹介、岩田委員、髙橋（玲）委員及び平間委員の欠席につい

て報告があった。 

司会 

＜会長選出＞ 

会長の選出は委員の互選によることとされている。 

（戸田委員を推す声があり、委員の拍手をもって承認された。） 

戸田委員が会長として選出された。 

戸田会長 ＜会長挨拶＞ 

司会 議長は会長が担うこととなっており、以降の進行を会長にお願いする。 

戸田会長 

＜副会長の指名> 

副会長の選出は、会長が指名することとなっている。恵津委員にお願いしたいが

いかがか。 

（拍手をもって承認された。） 

恵津委員が副会長として選出された。 

 

＜署名委員の指定＞ 

本会議では議事録を作成し、公開を予定している。議事録の適正な作成のため、

委員全員の署名に代えて、あらかじめ署名する委員を指定する会議録署名委員制

度を採用している。今回は、小林委員を署名委員に指定したいがいかがか。 

（小林委員、承認。） 

戸田会長 

＜Ⅲ．議題＞ 

【議題（１）「仙台市食品の安全性確保に関する基本方針」に基づく令和7年度実

施状況について】 

① 令和7年度アクションプラン実施状況（中間報告） 

② 令和7年度食品衛生監視指導計画実施状況（中間報告） 

 議題に入る前に、まずは仙台市の食品安全行政の施策体系について事務局より

説明をお願いする。 

生活衛生課主幹 

参考資料３に従って説明。 

 

 食品に関する法律は、食品衛生法や食品表示法があるが、食品の安全性確保に

関して基本理念等を定めた食品安全基本法が土台となっている。この法律は、食

の安全を脅かす事件が相次いで発生したことや、食生活を取り巻く状況が大きく

変化したことなど、情勢の変化に的確に対応するために平成15年に制定された。

これにより、食品の安全性の確保に関するあらゆる措置は、国民の健康の保護が

最も重要との理念が明らかにされ、食品の安全を守る仕組みのひとつとしてリス

クコミュニケーションが図られている。 

 仙台市では、法の理念を踏まえて、平成18年より食品の生産から消費に至る各

段階の安全性確保について、仙台市食品の安全性確保に関する基本方針として定

めている。具体的な施策や計画は、それぞれの部署が毎年度アクションプランと

して取りまとめ、課題を共有した上で連携し、市として一体となって取り組んで

いくこととしている。なお、アクションプランの中で、保健所の食品衛生に関す

る部分は、食品衛生法に基づき、毎年度監視指導計画として策定し、アクション

プランから抜き出した形でまとめて進捗管理を行っている。 
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戸田会長 

 ここまでの説明で、質問等はないか伺う。 

 （質問等なし） 

 

議題に入り、議題①の令和7年度アクションプラン実施状況の中間報告につい

て事務局から説明をお願いする。 

生活衛生課長 

資料１に沿って説明。 

 

今年度のアクションプランの実施結果ということで、今年の9月末時点の状況

について、体系ごとに担当課と実施結果という構成で取りまとめている。食品衛

生法に関係する部分（枠塗空白部分）については、後ほど監視指導計画の実施状

況にて説明する。 

 

１－１－１ 農薬の使用履歴の記録の促進 

 例年、季節ごとに年4回発行している広報誌において、農薬の適正で安全な

使用について使用記録簿をつけることなどを啓発しており、今年度は冬号への

掲載を予定している。 

 

１－３－１ 中央卸売市場の整備 

 市場本場の再整備について、現地での建て替えに向け、基本計画策定の検討

が進められている。今年度は、基本計画策定に向けて、現在、中間案を取りま

とめている。 

 

１－３－２ 食肉市場の整備 

 開設50周年を迎えて老朽箇所が出ており、それら老朽箇所について計画的に

改修を進めている。 

 

１－３－３ 食品の品質管理に関する指導 

１－３－４ と畜場、食肉市場内の衛生管理 

 市場業務課において、品質管理の実施状況について報告を求め、指導を行っ

ている。と畜場においては、HACCPプランに関連する手順書の整備・指導など

を行っている。 

 

１－４－１ 学校給食の安全性確保 

１－４－２ 保育施設の給食の安全性確保 

 学校給食、保育施設の給食について、それぞれ納入業者への視察や食品検査

を実施している。また、教職員や従事者を対象にした食物アレルギー対応の研

修などを実施している。 

 

２－１－２ 家畜伝染病予防の啓発 

 畜舎のハエ対策として、シートの配布などをしている。 

 

２－３－４ いわゆる健康食品の監視指導 

 医薬品販売店において、健康食品を対象にして、店頭で医薬品的な効能効果

を標榜した違法な広告物がないかを確認している。今後、健康食品を対象とし

た検査を実施予定としている。 

 

２－４－１ 食品表示法に基づく表示の指導 

 食品表示法に基づく表示の指導について、品質表示は消費生活センター、栄
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養成分表示は各区家庭健康課で取り組んでいる。品質表示の調査指導は105件、

栄養成分に関する相談対応は24件実施している。なお、この24件のうち15件は、

販売前に表示が適正かどうかの相談を受けた件数となっている。 

 

３－１－１ 食品が関係する健康被害発生時の原因究明、拡大防止 

 О157のような感染症事案については、感染源が食品の場合も想定し、初動

期から感染症法担当と食品衛生法担当が連携して対応している。腸管出血性大

腸菌感染症が32件、ウイルス性肝炎などについて対応している。なお、腸チフ

スの記載があるが、これは海外からの持ち込み事例、肝炎2種類の事例につい

ては、いずれも特定の流通食品が関係するという情報は確認されていない。 

 

３－３－３ 東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故に伴う食品中の放

射性物質の検査等 

 流通する前の農産物を対象に検査を実施している。林産物対象の検査とし

て、市内で生産される露地物のフキノトウ、タラの芽、栗、柿など予定してい

た8件をすべて終了し、すべて検出限界値未満の結果となっている。浄水場で

の水道水の検査は5月と8月に計16件実施している。 

 

４－２－３ 農業現場、市場、食品検査施設などの見学 

 市場の見学会や給食センターの施設見学会などを通じて意見交換を図って

いる。農業分野では、11月後半に仙台の農業を知るツアーという企画を開催予

定としている。 

 

４－３－２ 消費者への情報提供 

 食品衛生担当以外のみの記載である。消費生活センターにおいて、情報誌を

年4回発行しており、このうち1回は食品安全の記事を掲載しているほか、Web

教材のコンテンツで食品の期限表示などを学ぶページを掲載している。 

 

４－４－２ 食品の表示に関する相談 

 食品の表示は、食品衛生に関するもの以外に栄養成分の表示や品質表示など

多岐にわたる。実施結果の実績1件は、菓子の糖質に関する相談である。消費

生活センターでは、主に事業者から品質表示の方法についての相談を29件対応

している。 

 

４－５－２ 消費者と生産者等との相互交流 

 各催しで地場の農産物を通じた相互交流、理解促進を進めており、今週末に

農業園芸センターにおいて収穫まつりが開催予定である。 

 

４－５－３ 中央卸売市場水産物部、青果部、食肉部取引委員会及び月例委員

会 

 水産部、青果部、それぞれ関係事業者で構成する月例委員会を開催して、品

質管理の向上に取り組んでいる。今年度は、市場内の喫煙問題が報道され、場

内ではこれを契機に改善に向けた取り組みを進めて、衛生管理の向上に努めて

いる。 

 

５－４－１ 食品の安全性に関する情報提供 

 保育所、学校での給食を通じた食品の安全性に関する情報提供として、給食

だよりや試食会などを通じた取り組みを行っている。 
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戸田会長 

アクションプランが充実し、消費者が参加するイベントが多く開催されている

ようである。市民と情報交換の場を作るということは、食の安全性の意識が高ま

ることにつながり、とてもよいことかと思う。監視や検査も実施され、概ね計画

どおりに進捗しているところかと思う。 

アクションプランの実施状況について、質問があれば伺う。 

山下委員 

３－１－１の実施結果において、腸管出血性大腸菌感染症が32件もあったとの

報告があったが、これはどのように集計した件数か。また、件数が多いように感

じるが、食品を原因とするものか内容を伺いたい。 

生活衛生課長 

腸管出血性大腸菌感染症の32件については、感染症法に基づき、診断した医師

から保健所に届け出があった件数である。感染源としては、食品あるいは必ずし

も食品に関係しない感染ルートもある。 

食品が関わっている可能性があった場合、食中毒疑いとして、食品衛生担当部

署において、喫食内容の遡り、調理工程での不備の有無、飲食店等の利用歴等の

調査を実施する。共通した営業施設があった場合には、そこを重点的に調査する

こととなる。 

山下委員 
今回の32件については、必ずしも食品を介したものかは断定されておらず、規

制等の動きはなかったということで間違いないか。 

生活衛生課長 仰るとおり。 

山下委員 承知した。 

戸田会長 
肝炎は発症までの潜伏期間が長いが、今回の件については、食品との因果関係

はないことが分かったと結論付けられたという理解でよろしいか。 

生活衛生課長 

特定の流通食品が原因かは、調査の結果不明であったということである。潜伏

期間が長期にわたる肝炎のような場合は、喫食調査の中で、例えば、豚肉等を生

または加熱不十分な状態で食べる食習慣がないかを確認している。聞き取り調査

の中で、営業施設が関わっている可能性がある場合、より踏み込んだ調査を実施

する流れとなっている。 

戸田会長 
もう1点質問で、健康食品について、どのような成分を解析される予定かを説

明いただきたい。 

生活衛生課長 

 詳しい状況については、担当課が本日出席していないため、お答えする状況に

ないが、これまでの過去の事例や他の自治体での情報をもとに商品を選択し、食

品として売っているものに医薬品成分が入っていないかを検査する流れになる

かと思われる。 

戸田会長 

（ほかに質問等なし） 

 

次に、事務局より食品衛生監視指導計画の中間報告について説明をお願いす

る。 

生活衛生課主幹 

資料２に沿って説明。 

 

１ 重点事業 

（１）HACCPに沿った衛生管理の実施状況の確認及び指導 

  監視指導件数、講習会の実施状況は、多少の増減はあるものの、ほぼ前年並

みに進捗している。HACCP普及推進活動については、9、10月に飲食店営業また

は菓子製造業を対象とした講習会を開催している。現在、事業者アンケートを

実施しており、事業者のニーズを把握した上で、フォローアップをする予定と

している。HACCPの対応については、うまく対応している業者がいる一方、ど

う取り組むか悩んでいる事業者もいる状況と考えているため、個々の事業者の



 6 

状況に応じて適正な運用を支援していくこととしている。 

  

（２）食肉及び内臓の生食や加熱不足による食中毒防止対策の強化 

  それぞれの分類に応じて、合計828件の監視指導を行っている。厚生労働省

の食中毒事件速報によると、10月1日までの報告としてカンピロバクターによ

る食中毒が125件発生しているほか、島根県において加熱不十分のハンバーグ

が原因食品として推定される腸管出血性大腸菌による食中毒が発生している。

引き続き食肉の取扱いについては、提供メニューに応じた内容での監視指導を

行っていく。 

  

（３）リスクコミュニケーションの推進 

  せんだい食の安全サポーター、アドバイザーによる活動を中心とし、仙台市

中央卸売市場の見学や食品監視センターによる市場流通する食品の安全性確

認状況の説明、アニサキスの観察など、意見交換を行っている。 

  アニサキスの対策については、昨年末に動画コンテンツを1本作成しており、

事業者向けに、アニサキスは様々な魚種に寄生している実態を周知、注意喚起

するものとなっている。この場では、時間の関係で別の映像を準備したが、仙

台市ホームページに掲載しており、アニサキスは慎重に探してほしいというこ

とを伝えている。 

  （動画視聴） 

  ご覧のとおり、アニサキス虫体は糸くずのような姿で身にも潜んでいるた

め、刺身の調理を行う際には、よく見て取り除くことが必要である。 

  食肉等による食中毒予防に関するリスクコミュニケーションについては、事

業者指導に加えて、市民に正しい知識を持ってもらうことも必要と考えてお

り、見てもらえるような工夫をしながら市民啓発を行っている。従来のパンフ

レットなどによる啓発のほかに、昨年度からInstagramでの発信、映画館での

上映前広告を行っている。 

 

 ２ 具体的な取り組み 

（１）HACCPに沿った衛生管理の実施状況の確認及び指導 

  概ね前年どおりの進み具合となっている。営業者を対象とした衛生講習会に

ついては、これまでは各区で開催していたが、庁舎内会議室の確保が困難であ

ることから、今年度から全区での実施に変更しているため、若干回数が減少し

ている状況である。 

  

（２）製造・加工から消費までの各段階における食品の安全性確保対策の充実 

  食品検査について、408検体を検査したうち、1件の違反が判明している。茨

城県産のセロリにおいて残留農薬基準超過が確認されたものであり、詳細につ

いては、後ほど食品監視センター所長より報告する。 

  

（３）食中毒等の緊急事態発生時の対応 

  食中毒事件は4件発生した。 

  

（４）相互理解のためのリスクコミュニケーションの推進 

  食品の信頼性確保トップセミナーは、食品事業者の経営者層を対象としたオ

ンライン講習会であり、11月28日にHACCPの考え方を交えた教育の実践的なノ

ウハウについて、参加者との意見交換の時間も設けながら開催予定としてい

る。食中毒予防啓発イベントについては、コロナ以前に勾当台公園で開催され
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ていた食肉まつりに代わり、コロナ後、不特定多数を対象とした久しぶりのイ

ベントとして、太白区のララガーデン長町にて実施したものである。食肉によ

る食中毒予防のポスター掲示やアニサキスの観察、子供向けに本物のアニサキ

スを用いたキーホルダーやボールペン製作を行い、見て学んでもらう機会を設

けた。子供の頃から、食中毒の原因物質やリスクのあるメニューを知ってもら

い、いずれ大人になったときにその知識を生かしてもらいたいとして開催した

ものである。 

  （イベント当日の画像を投影） 

  写真の1枚目は、カンピロバクターに関するポスターをかなり大きいサイズ

に拡大印刷して掲示したもの。カンピロバクターによる食中毒が多いというこ

とで、目に留まるように大きくした。もう1枚の写真は、子供にアニサキスを

用いたキーホルダーを作ってもらっているところである。 

  映画上映前の広告について、初の試みであり、指定した映画の上映最初の7

日間に、食肉による食中毒の注意を促す映像を流したものである。同じ映像は、

現在、本庁舎工事の仮囲いに設置されているデジタルサイネージでも流してい

る。 

  （動画視聴） 

  15秒という長さで写真を用いてわかりやすく広報するということで作った

ものである。 

  

（５）関係機関との連携及び実施体制 

  国、他自治体との連携では、オンライン開催や対面開催など、形式は様々だ

が、各種会議への参加を通じて情報共有と意見交換を行っている。 

戸田会長 

HACCPについては、小規模から大規模までいろいろな対象があるため、指導が

難しいところはあるが、粛々と対応していることが分かった。監視や検査につい

ては概ね昨年度と同様の進捗状況で、計画どおりに進んでいるということでよろ

しいか。また、映像や商業施設でのイベントなど、新しい事業にも取り組んでい

るということで、食中毒予防のために消費者への情報提供、啓蒙など、これから

もいろいろと努めていただきたい。 

ただ今、仙台市食品の安全性確保に関する基本方針に基づき、令和7年度アク

ションプラン実施内容の中間報告、令和7年度食品衛生監視指導計画実施状況の

中間報告について説明いただいた。質問があれば伺う。 

（質問なし） 

 

せっかくの機会なので、食の安全安心のため、第一線で取り組んでいる委員か

ら現状や取り組み内容について紹介をお願いしたい。まずは、青果卸売関係で門

田委員よりお願いする。 

門田委員 

今回のアクションプランの中で、中央卸売市場の改修の話が出ており、今やっ

と計画が始まったところである。現在の市場は、かなりオープンな状態で、冬も

夏も温度管理に関しては、他の新しい市場と比較すると非常に劣悪な環境であ

る。現在計画している市場は、閉鎖型にして温度を常に一定の温度で管理し、さ

らにその中に冷蔵庫を置いて低温で新鮮な野菜を保管するという計画になって

いる。 

また、先ほどの事務局の話の中で、場内での喫煙の話があったが、社内でその

報道を見たときは皆驚いていた。仙台市の当局に、卸売部から離れたところに喫

煙所を作ってもらった結果、場内のたばこの吸い殻は減ったが、まだ見受けられ

る。私は、青果部の月例委員会のメンバーにもなっており、月に1回場内の見回

りをしている。昔に比べるとだいぶポイ捨ては減ってきているものの、まだ若干
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見受けられるので、今後も監視を続けていかなければいけないと思っている。 

異物混入については、過去に収穫に使用する道具が野菜の箱に入っていたこと

もあり、今後も事業者側で厳しく監視をしていこうと思っている。事業者は検査

をする設備がないため、残留農薬の検査などは食品監視センターにお任せした

い。今後もよろしくお願いする。 

戸田会長 

いろいろな方が出入りする市場で大変なことがあるかと思うが、少しずつ対策

されているところが分かるように説明いただいた。 

 

次に、食肉卸売市場の立場から阿部委員にお願いする。 

阿部委員 

食肉市場は開設50周年を迎えている。現在、計画に基づき、解体工事、耐震補

強、家畜搬入車両の洗浄設備、などを進めていただいているところ。HACCPに関

しては、食肉衛生検査所に衛生監視と適切な指導を受けている。設備が古いため

自主的な努力も必要ということで、昨年度から自主的な月1回程度の見回りと、

民間業者による年1回の監査を行っていただいている。先日2回目の監査を実施

し、昨年からの改善点とさらなる細かいところの指摘などをいただき、HACCPと

併せて自主的に取り組んでいるところである。 

戸田会長 

施設の老朽化に伴っての改修もあり、HACCPの取組みもだいぶ力を入れている

ということが分かった。 

 

次に、百貨店の立場から泉委員にお願いする。 

泉委員 

最初の二人は、流通の川上の話をしていただいたが、我々は小売業というとこ

ろで、食料品の製造についてはテナントがそれぞれ製造しているほか、自社製造

もあり、それらを管理していくということが求められている。今回は、流通の川

下である、消費者に近いところでの取り組みを説明する。 

現在、食品は、食品フロアだけではなく、婦人服や生活空間のフロアなどでも

取り扱っており、食品以外の従業員も食品に対しての知識が求められている状況

になっている。その中で、藤崎としては、食品表示にクローズアップし、食品表

示検定の受検の推進を行っているところである。すでに10名が何らかの級を持っ

ており、今年度また10人受講している。小売業はより消費者に近いところであり、

製品を消費者に説明するところでの安全性を高めていきたいと考え、その取り組

みをしている。 

戸田会長 

食品表示に関しては、消費者への大事な根幹となるもので、アクションプラン

でも入っていたので、小売業での取り組みを説明いただき勉強になった。 

 

これまでは業界団体からの説明だったが、立場を変えて、幼稚園、保育園、保

育所などの立場から、髙橋亜紀委員にご意見をいただきたい。 

髙橋（亜）委員 

我々の園は、食品を業者から調達したり、自ら買いに行ったりして、自園内で

給食を調理しているので、調理の中での衛生管理というところを重点的に行って

いる。食品の調達については、安心して物を入れてくれる業者を選定しているた

め、その次の段階で、衛生管理に重点を置いている。園には、栄養士のほか、調

理員が数名おり、調理員の衛生管理の知識が不足しないように管理をしているの

が、私の仕事である。調理員一人一人の衛生管理がおざなりにならないよう管理

を徹底し、私自身も時々調理室に入り一緒に作業をする。その中で気になること

があれば指摘したりして、適切な衛生管理をして安全な給食を出すことに努めて

いる。 

戸田会長 

保育園は子供が対象で、食物アレルギーの問題もあり、調理は大変なところが

あると思う。説明いただき感謝する。 
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議題（１）のアクションプラン、監視指導計画の実施状況の中間報告に関して、

資料や説明のとおり進めていくということでよろしいか。 

（委員承認） 

戸田会長 

【議題（２）「仙台市食品の安全性確保に関する基本方針」に基づく令和8年度計

画について】 

 令和8年度食品衛生監視指導計画（案）について 

 議題（２）について、事務局から説明をお願いする。 

生活衛生課長 

 資料３-１、３-２に沿って説明。 

 

 資料３-２は指導計画の全体版で、資料３-１の新旧対照で説明する。 

 次年度の重点事業については、①から③まで3つを掲げているが、今年度から

の継続ということで、当面のこの3つの課題は変わらないかと考えており、令和8

年度も継続して取り組んでいきたい。 

 指導計画全体としては今年度からの大幅な変更はない。 

 変更点としては、監視指導計画の3ページ目のHACCPに沿った衛生管理に関する

部分で、（１）の部分に、新規事業者に対する導入支援として具体的な実施内容

を追加した。より効率的にHACCP導入が進むように、ウェブ上のコンテンツなど

デジタルツールを使って推進する旨を追記している。また、（２）では、既に対

応済みの施設に対しても、それぞれの営業施設の状況に応じて、リスクに応じた

計画となるように見直しを含めた助言を行う旨を追記した。 

 変更点の2点目は、用語の説明である。食品表示法に基づく食品リコールの危

険度に応じた分類について、本年5月に消費者庁から通知が発出されており、重

篤な健康被害発生の可能性等を考慮したクラス分けが少し変わった。通知の表記

に合わせて用語の説明を追記したもの。今回追加されたのはCLASSⅢのところで、

健康被害の可能性がほとんどない場合の分類である。 

 このほか、所要の簡易な文言修正を行った。 

 次年度の監視指導計画の策定に向けた今後の手続きは、本日協議会委員のみな

さまに見ていただき、11月下旬より市民からの意見募集を行う予定としている。

この意見を反映させた修正案を作り、来年2月に開催予定としている本協議会で

改めて説明する流れとなる。 

戸田会長  今の説明について、意見や質問等があれば伺う。 

門田委員 
 最近、熊の被害が多発しており、熊を駆除した後の肉はジビエとなるかと思う

が、仙台市内にジビエ料理を出す飲食店がどのくらいあるかを把握しているか。 

生活衛生課長 

 具体的な件数については、手元に資料がないためお伝えできない。 

 各区衛生課の食品衛生監視員が、担当地区における飲食店と営業施設に対する

監視指導の中で、提供メニューに応じたリスクを説明し、事業者に対応を取って

もらっている。メニューの中にジビエがあれば、十分に加熱することや、ガイド

ラインに基づいた処理が適切に行われている肉を仕入れているかを確認するよ

う監視指導している。 

 市内では、ジビエを積極的に出している飲食店がいくつもあるような状況には

ないと認識しているが、今後、仙台市内に野生鳥獣肉の解体処理施設ができた場

合には、それを提供する飲食店が増えてくるため、しかるべき仕組みを整えて対

応していきたい。県内には、野生鳥獣肉の解体施設があるため、そこから流通し

ている部分が多少あるかと考えている。 

 （会議後に確認したところ、農林水産省の国産ジビエ認証制度により「国産ジ

ビエ認証施設」として認証された施設が1施設、また、同省ホームページには宮

城県内のジビエ処理加工施設として4施設が掲載されている。） 
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戸田会長 

 熊肉はジビエであり、衛生面からの課題の多いところとは思うが、活用できた

らよろしいかとも思う。 

 他に質問があれば伺う。 

小林委員 

 HACCP導入のところで、新しく導入したデジタルツールについて、実際の例や

どのような想定があるかを知りたい。また、具体的に例があれば、その例を出し

て書いた方が分かりやすいのではないかと思う。 

生活衛生課長 

 具体的には、現状でも取り入れているところだが、食品衛生監視員が監視指導

に行く際に、タブレットやスマートフォンを持っていき、いろいろな映像を紹介

しながらやっており、それをもう少し踏み込んだ形でできないかということで記

載をしている。 

 もう一つは、現在開発中のスマートフォン上で動くアプリで、HACCPの導入を

より容易にできる仕組みを作りたいと考えている。具体的なイメージについて

は、この場で紹介できる状況ではないが、今後はそのようなツールを使いながら

指導していきたい。 

小島委員 

 食の安全情報コミュニケーターをしており、先日、地区の自治会に食中毒のポ

スターを持参し参加した。会議の場で、参加者が調理をすることがあり、具体的

にはおにぎらずとスープを作ったが、会議後にそこで作ったおにぎらずを食べき

れずに持ち帰る人が多くいた。10月のまだ暖かい時期に開催されたため、その後、

持ち帰ったものを食べて食中毒にならなかったかが心配であった。このような自

治会の集まりで調理をすることなどに際し、指導はしているのか伺いたい。 

生活衛生課長 

 食中毒防止に関しては、対市民の方々向けにリーフレットをベースに作成し、

役所内に配架している。また、インターネットが使用可能な方向けに、映像コン

テンツを用意するなどの取組みもしている。町内会の方々に関しては、コミュニ

ケーターの方々にご協力をいただいているが、食品安全に関わるテーマの中で要

望に応じ、職員が出向いて講習を行う機会も設けている。そのような機会を活用

して、食品安全に関する情報を届けていきたいと考えている。 

 町内会で、食品安全や食中毒に限らず、食品安全の仕組みについて知りたいと

いう要望があれば、保健所の各区衛生課にお問い合わせいただきたい。 

小島委員 

 自治会や地区の公民館を利用している責任者に勉強会でもさせてもらえれば

よいかと思う。自治会で調理した食品については、期限などがついているわけで

はないので、少し気になったため質問をした。 

戸田会長 
 （食品衛生監視指導計画（案）に戻り）食品のリスクレベルが更新されたとの

ことだが、記載は何ページか。 

生活衛生課長 

 監視指導計画の本体では、用語の解説が後ろについており、言葉の意味が分か

らないと監視指導計画を読んでもなかなか理解が進まないことから、用語の説明

を充実させるように取り組んでいる。 

 ご質問の記載は、22ページにある。自主回収の報告のところに、食品衛生法、

食品表示法それぞれについて、CLASSⅠを一番危険度が高いものとして、3段階の

クラス分けがされている。今回、食品表示法について食品衛生法と合わせる形で

CLASSⅢが設定されたため、それを記載している。 

山下委員 

 22ページの表でCLASSⅠに入っている、L-フェニルアラニン化合物は以前から

このクラスであったか。また、この化合物単体で入っている場合に対象となるか

を知りたい。 

戸田会長 

 これは、フェニルケトン尿症の患者でL-フェニルアラニン化合物を代謝できな

い方のために表示をして、アスパルテームを取らないように注意を促すものであ

る。 

山下委員 承知した。 
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戸田会長 

（ほかに意見や質問はなし） 

 

令和8年度の監視指導計画案については、委員からの意見も踏まえながら、意

見聴取の手続きを進めていただくようお願いしたい。 

以上で議題については終了する。 

戸田会長 

＜Ⅳ．報告事項＞ 

【（１）令和7年4月～10月に発生した食中毒事件等について】 

 報告事項１の仙台市内で発生した食中毒の事件などについて、事務局から説明

をお願いする。 

生活衛生課長 

 報告資料１に沿って説明。 

 

 １．仙台市内で発生した食中毒一覧 

4月から10月に発生した食中毒事件については4件で、ノロウイルスが1件、ア

ニサキスが3件となっている。詳細については、発生当時の記者発表資料をご覧

いただきたい。 

 1つ目のノロウイルスの食中毒については、4月の半ばに西公園の花見会場で、

仮設の飲食店が提供した食品が原因であった事例。調査の結果、原因食品は焼き

ガキで、一番重要な加熱工程で加熱の状況の管理が適切になされていなかったと

いうことである。これとは別に、近年、ノロウイルスの食中毒は、調理従事者が

加熱調理後の食品を汚染して、それを食べることによって引き起こされるパター

ンが多く発生している。全国的に見ても今年の事件数は増えており、これから流

行シーズンに入るため、調理従事者の手洗いの徹底や健康状態の把握、確認など

の指導啓発につなげていきたい。 

 そのほかの3件はアニサキスによる食中毒で、動画コンテンツによる啓発など

を進めているところではあるが、今年度すでに3件発生している。サバ、イカ、

アジ、イワシなどリスクの高い魚種を刺身で調理して提供するときには、しっか

り見て虫体を取り除く必要があるということを、店長や現場リーダーだけではな

く、実際に現場で調理する方に届くように助言指導を継続していきたい。 

  

２．広域食中毒事件等 

 今年度の発生はなし。 

  

３．違反食品等 

 食品衛生法第28条に基づいた収去検査において、検査の結果違反が判明した事

例である。詳細については、収去検査等違反食品の措置に関わった食品監視セン

ターより報告する。 

食品監視センター所長 

 農薬の基準超過の件について、概要を報告する。 

 食品衛生法第28条に基づき、令和7年5月13日に中央卸売市場において茨城県産

のセロリを収去した。同日、仙台市衛生研究所で残留農薬検査を実施したところ、

農薬成分イプロジオンが基準値の0.01ppmを超える0.43ppm検出された。食品監視

センターでは、速やかに市場内の販売先を調査、回収等の指示を行い、併せて、

茨城県の管轄保健所にも情報提供を行った。茨城県では、当該セロリが全国に9

都道県流通していたということもあり、出荷者に対して回収命令を発出したとい

うところである。なお、仙台市の市場を経由したセロリについてはすでに消費済

みであり、実際の回収はなかった。 

 今回の検出値0.43ppmは基準値の0.01ppmに比べてかなり大きいように見える

が、このイプロジオンの基準値は、1年前は5.0ppmであり、その後基準値の改正

と1年間の経過措置を経て、0.01ppmになった。1年間の経過措置があったため、
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従来は5.0ppmの基準でよかったが、出荷した時点では経過措置が終了しており、

新しい基準の0.01ppmが適用されたため違反になったということになる。イプロ

ジオンのADI（耐容一日摂取量）は体重1㎏あたり0.02㎎で、体重60㎏の成人に換

算すると、毎日2.8㎏のセロリを生涯にわたって食べ続けた場合に相当するため、

そのくらいの量を食べなければ、今回検出された量は体への影響があるかどうか

の判断にならないくらい低い値となっている。今回の基準超過は、確かに食品衛

生法違反ではあるが、通常の食生活においては健康に影響を及ぼす可能性は極め

て低いと考えている。なお、自主回収のクラス分けにおいては、食品衛生法の

CLASSⅢに該当し、健康被害の可能性がほとんどない場合に該当する案件である。 

戸田会長  質問があれば伺う。 

小林委員 
 農薬の基準違反の件で、昨年までは5.0ppmが基準値で、今回劇的に0.01ppmに

なったのは、登録農薬から外れたということか。 

食品監視センター所長 

当初、暫定基準だったものが改めて食品安全委員会で影響評価等の検討をし

て、新たに基準値が0.01ppmに設定されたもの。一律基準ではなく、0.01の基準

に設定されたということである。 

戸田会長 
参考として記載されている宮城県内の食中毒発生件数を見ると、患者数が今年

は57名、昨年は209名となっている。昨年の数値は多いのか。 

生活衛生課長 

件数はそれほど変わらないが、患者数が一桁違っているのは、1事件ごとの食

中毒の規模が昨年度は今年に比べて少し大きかったことが影響しているかと考

える。 

戸田会長 
 なかなか難しいところではあるが、食中毒の発生件数、患者数ともにこの後も

少なく推移するとよいと思う。 

事務局 

＜Ⅴ．閉会＞ 

 本日協議いただいた令和8年度仙台市食品衛生監視指導計画の案については、

中間案として、11月25日より仙台市のホームページ、各区窓口等で公開し、市民

からの意見を募集する。 

 意見聴取の結果を踏まえて、2月に2回目の協議会を開催する予定としている。

正式な案内通知は後日送付するが、日程は、令和8年2月5日（木）14時から、会

場は本日と同じこの会場を予定している。 

 令和8年度のアクションプランについても、第2回協議会で協議する予定。 

 以上で第45回仙台市食品安全対策協議会を終了する。 

 


